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自治会から貴重品入れをプレゼントされ、「大事に使
います」と笑顔の高齢者

商工会女性部の歌を全員で歌ってさらに
団結と連携を確認した会員

スコップも三味線に早変わり。芸達者な婦人パ
ワーを見せつけた町婦協の大演芸会

いつまでもお元気でね
車門自治会で友愛訪問

きずなを深めて30周年
商工会の女性部が式典

婦人パワーで町は元気
隔年の町婦協大演芸会

　車門自治会（本宮正志会長）は２月15日、高齢者の自
宅を訪ねる友愛訪問活動を行いました。
　訪問は、閉じこもりがちになる冬場に、より多くの地
域の人と顔を合わせる機会にとはじめて5回目。自治会
の役員が、地区内の75歳以上の高齢者約40人を訪ね、
「いつまでもお元気で」と声を掛けながら障がい者作業
所“すずらん工房”手作りの貴重品入れをプレゼントし
ました。
　また、高齢者だけの世帯には除雪のお手伝いも。「何
よりありがたいこと。寒い中ありがとう」と高齢者の
方々は笑顔を浮かべました。

　町商工会女性部（近藤とし子部長、会員 75 人）の創
立 30周年記念式典は 2月 1日、ふれあい宿舎グリーン
テージで開かれました。
　昭和 54年の創立時の部長である遠藤キセさんと 2代
目部長の山口富子さんに感謝状を贈呈。会員の近藤康子
さんが「私たち女性部は豊かなまちづくりの担い手とな
ります」と力強く誓いの言葉を述べました。
　寝たきりのお年寄りへのバスタオルプレゼントや商店
街の花いっぱい運動など、女性の視点から商店街のにぎ
わいと町の活性化に率先して取り組んだ女性部。30 年
を契機にますますきずなを深めました。

　葛巻町婦人連絡協議会（柴田幸榮会長、会員 122 人）
の大演芸会は 2月 15 日、町社会体育館で盛大に開催さ
れました。
　隔年で開催されているこの大演芸会には、楽しみにし
ていた約 500 人の観客が詰め掛けました。会員の他Ｊ
Ａ女性部、大正琴のグループなども友情出演。プログラ
ム 20番までの歌や踊り、寸劇など多彩な芸を見せる会
員らは、会場から拍手喝采を浴びていました。
　お見舞い品の返礼品廃止運動や、食器洗いにアクリル
たわしを利用して水質保全活動を行うなど地域に貢献し
ている町婦協では、「一緒に活動しましょう」と、会員
も募集しています。
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プラトー前で行われた雪上綱引き大会。
「すべって、ころんで、負けちゃった」

冬の牧場で綱引き大会
くずまき高原に大歓声

　「すべるよ～」。雪上綱引き大会は大苦戦。
　２月７日と８日の二日間、くずまき高原牧場で第
１回冬まつりを開催し、真冬の高原に大歓声が響き
渡りました。
　牧場の斜面を利用して約200メートルをそりで滑
り降りたり、スノーモービルなど多彩な催しを展
開。８日に行われた雪上綱引き大会は、技術より滑
る雪との戦いに。選手たちは5人一チームで「わっ
しょい、わっしょい」と一本の綱に力を合わせ、真
冬日となった寒さも吹き飛ばしました。
　競技の結果、小学生は「小屋瀬龍ちゃんず」、一
般は吉ケ沢の「ぽよぽよチーム」が優勝しました。

県選抜大会で準優勝した葛巻中女子バスケット
ボール部

創立 30周年記念祝賀会で、表彰受賞者に記念品
と感謝の花束を贈る葛巻タイガースの選手

葛中女子バスケ県準Ｖ
目指すは全国大会出場

輝かしい実績振り返り
タイガース30周年祝う

　第32回岩手県中学校バスケットボール選抜大会が
2月7日と8日の二日間行われ、葛巻中学校女子バス
ケットボール部（部員14人）が準優勝、ベスト５賞
に外久保貴恵さん（２年）が選出されました。
　新人戦では、準優勝した水沢中学校に初戦で敗れ
ましたが、この県選抜大会でその水沢を接戦の末
破っての決勝進出。決勝は白百合学園に敗れました
が、６月の中学校総合体育大会では東北大会・全国
大会出場をと、練習に励んでいます。同部は平成11
年度の県新人大会で優勝、昭和62年度の県中学校総
合体育大会では準優勝しています。

　葛巻タイガーススポーツ少年団（田向次雄代表、団員
19人）は、結成30年を記念して２月21日、ふれあい宿
舎グリーンテージで祝賀会を開催しました。
　会では、団の創立と育成に貢献された西島康次さん、
吉澤春雄さん、立花二三男さんと、昭和60年から交流を
続けている沖縄県の安谷屋ライオンズ棚原清昌監督に田
向代表から感謝状を贈りました。「今後も健全育成と思
い出づくりを進めたい」と田向代表があいさつ。觸澤義
美副町長と町スポーツ少年団の引田喜徳本部長から「全
国大会出場２回など輝かしい実績とともに、スポーツを
通じて礼儀正しい選手を育てている指導者や関係者に感
謝します」と、お祝いの言葉が述べられ、会場では、「ま
た全国大会へ」と夢を語っていました｡


